
 

 

 

 

受付番号票貼付欄 

 

 

 

 

学校法人変更登記申請書 
 

 １．会社法人等番号 

 

   フリガナ 

 １．名 称 

 

 １．主たる事務所 

 

 １．登記の事由    理事長の変更 

資産の総額の変更 

 

 １．登記すべき事項 

「役員に関する事項」 

「資格」理事長 

「住所」○県○市○町○丁目○番○号 

「氏名」○○○○ 

「原因年月日」令和○年○月○日重任 

「資産の総額」金○○○万○○○○円 

「原因年月日」令和○年○月○日変更 

 

 １．添付書類 
評議員会議事録               １通 

理事会議事録                １通 

寄附行為                  １通 

就任承諾書                  通 

印鑑証明書                  通 

資産の総額を証する書面           １通 

委任状                   １通 

 

上記のとおり、登記の申請をします。                      

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  令和  年  月  日 

 

  申請人（主たる事務所） 

    （名称） 

 

 理事長（住所） 

    （氏名） 

 

連絡先の電話番号 

 

 法務局    支 局 御中 

        出張所 

 

登記所届出印↓ 



 

 

評議員会議事録の例 

（評議員会の決議により理事を選任した場合の例です。法人の実情に合わせて作成してください。） 

評議員会議事録         

（注）評議員会の議決要件等については、寄附行為の定めるところによります。 

 

１．招 集 年 月 日           令和○年○月○日 

１．開 催 場 所           当法人事務所（○県○市○町○丁目○番○号） 

１．開 催 日 時           令和○年○月○日午前○時 

１．評 議 員 数           ○名 

１．出席した評議員数   ○名 

 

１．議長選任の経過 

定刻に至り司会者○○○○開会を宣言し、本日の評議員会は定数を満たしたの

で有効に成立した旨を告げ、議長の選任方法を諮ったところ、満場一致をもって

○○○○が議長に選任された。続いて議長から挨拶の後、議案の審議に入った。 

１．議事の経過の要領及び議案別決議の結果 

第１号議案 令和○年度事業報告及び決算書類等の承認を求める件 

監事○○○○から詳細な説明をした後、これを議場に諮ったところ、満場一致

をもって、異議なく承認した。 

第２号議案 役員任期満了につき改選の件 

議長は、役員全員が任期満了につき、その改選の件を付議したところ、評議員

○○○○から議長の指名に一任したいとの動議があり、満場これに賛成したの

で、議長は、次の者を理事及び監事に選任する旨報告し、満場異議なく決議し

た。 

なお、被選任者は、いずれも席上その就任を承諾した。 

理 事  ○県○市○町○丁目○番○号 ○○○○（重任） 

理 事  ○県○市○町○丁目○番○号 ○○○○（重任） 

理 事  ○県○市○町○丁目○番○号 ○○○○（重任） 

理 事  ○県○市○町○丁目○番○号 ○○○○（重任） 

理 事  ○県○市○町○丁目○番○号 ○○○○（重任） 

監 事  ○県○市○町○丁目○番○号 ○○○○（重任） 

監 事  ○県○市○町○丁目○番○号 ○○○○（重任） 

 

上記の議決を明確にするため、議長及び議事録署名人において次に記名する。 

令和○年○月○日 

学校法人○○ 

評議員会において 

議長      ○○○○  

議事録署名人  ○○○○  

同       ○○○○  

 （注）評議員会の席上で理事長たる理事が就任を承諾し、その旨の記載が議事録にある場合には、申 

請書に、別途、就任承諾書を添付する必要はありません。この場合、「就任承諾書は、評議員会 

議事録の記載を援用する。」等と記載してください。 

 



 

 

 理事会議事録の例 

（一例です。法人の実情に合わせて作成してください。） 

理 事 会 議 事 録 

 

１．招 集 年 月 日            令和○年○月○日 

１．開 催 場 所            ○県○市○町○丁目○番○号 

１．開 催 日 時            令和○年○月○日午後○時 

１．理 事 総 数            ○名 

１．出席した理事の氏名             ○○○○、○○○○、○○○○、○○○○、 

○○○○、○○○○（全員出席） 

１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果 

上記のとおり理事全員が出席したので、理事○○○○が選ばれて議長となり、議

長席に着き、議案の審議に入った。 

１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果 

議長として理事○○○○が推され、直ちに審議に入った。 

議案 理事長の任期満了に伴う改選に関する件 

議長は、今般、理事長○○○○が理事の任期満了により理事長の資格を喪失し退

任することになるので、当法人の理事長を選定したい旨を述べ、議場に諮ったとこ

ろ、全員一致をもって下記の者が選定された。 

なお、被選定者は、その就任を承諾した。 

理事長 住所 ○県○市○町○丁目○番○号 

氏名 ○○○○ 

（注）理事会の席上で理事長が就任を承諾し、その旨の記載が議事録にある場合には、申請書

に、別途、就任承諾書を添付する必要はありません。この場合、「就任承諾書は、理事会議事

録の記載を援用する。」等と記載してください。 

議長は、以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、午前○時○分閉会した。 

上記の議決を明確にするため、この議事録を作成し、議長、出席理事及び監事の

全員がこれに記名押印する。 

 

令和○年○月○日 

学校法人○○理事会 

議長理事    ○○○○ ㊞ 

理  事    ○○○○ ㊞ 

 同      ○○○○ ㊞ 

 同      ○○○○ ㊞ 

 同      ○○○○ ㊞ 

 同      ○○○○ ㊞ 

監  事    ○○○○ ㊞ 

 同      ○○○○ ㊞ 

（注）理事会の決議により理事長を選定した場合には、理事長の印鑑については、理事長が登記所に

提出している印鑑を押す必要があります。登記所に提出している印鑑が押されていない場合に

は、議事録に押印した全員の実印を押し、全ての印鑑について市町村長が作成した印鑑証明書を

添付することが必要になります。 

 



 

 

 就任承諾書の例 

 

 (1) 理事としての就任承諾書 

理事長に選定された理事が理事に就任することについての承諾書を添付します。 

 

就任承諾書 

 

私は、令和○年○月○日開催の貴法人評議員会において、貴法人の理事に選任さ

れたので、その就任を承諾します。 

 

令和○年○月○日 

 

○県○市○町○丁目○番○号 

         ○○○○   

 

学校法人○○ 御中 

 

 

 (2) 理事長としての就任承諾書 

理事長に選定された理事が理事長に就任することについての承諾書を添付します。 

 

就任承諾書 

 

私は、令和○年○月○日開催の貴法人理事会において、貴法人の理事長に選定さ 

れたので、その就任を承諾します。 

 

令和○年○月○日 

 

○県○市○町○丁目○番○号 

         ○○○○   

 

学校法人○○ 御中 

 

 

  



 

 

財産目録の例 

（一例です。法人の実情に合わせて作成してください。） 

 

財産目録 

 

令和○年○月○日現在 

 

１．資産の部 

（１）基本財産 金○○円 

内訳 

（注）基本財産の内容が現金であるときには(２)の１０の記載方法により、建物であるときに

は(２)の２の記載方法によります。 

（２）運用財産 金○○円 

内訳 

１ 土 地      種 類 筆 数 地 積 単 価 金 額 

２ 建 物      構 造 棟 数 床面積 単 価 金 額 

３ 附帯設備  種 類 構 造         金 額 

４ 什器設備  品 名 数 量     単 価 金 額 

５ 貸 付 金      貸付先 摘 要         金 額 

６ 未 収 金      未収先 摘 要         金 額 

７ 立 替 金      立替先 摘 要         金 額 

８ 仮 払 金      仮払先 摘 要         金 額 

９ 証 券      種 類 枚 数 額 面     金 額 

10 預 金      種 類 預け先         金 額 

11 現 金                      金 額 

２．負債の部 金○○円 

内訳 

１ 借 入 金      借入先 摘 要         金 額 

２ 未 払 金      未払先 摘 要         金 額 

３ 預 り 金      預り先 摘 要         金 額 

４ 仮 受 金      仮受先             金 額 

５ 減価償却引当金               金 額 

６ 退職給与引当金               金 額 

３．差引正味財産 金○○円 

（注）差引正味財産は、「資産の部の合計」から「負債の部の合計額」を減じた金額を記載し

ます。この金額が、「資産の総額」として登記されることになります。 

上記は、財産目録に相違ありません。 

 

学校法人○○ 

  理事長 ○○○○  

（注） 証明書は、監事でも差し支えありません 

 

 

  



 

 

委任状の例         

 

委 任 状 

○県○市○町○丁目○番○号    

 ○○○○ 

 

私は、上記の者を代理人に定め、下記の権限を委任する。 

記 

１ 当法人の理事長の変更登記を申請する一切の件 

１ 当法人の資産の総額の変更登記を申請する一切の件 

１ 原本還付の請求及び受領の件（注１） 

 

令和○年○月○日 

 

○県○市○町○丁目○番○号 

学校法人○○ 

理事長      ○○○○ ㊞ (注２) 

 

（注）１ 原本還付の請求をする場合に記載します。 

２ 理事長が登記所に提出している印鑑を押してください。 

 

 


